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釈迦十六善神画像 しゃかじゅうろくぜんじんがぞう　

16

市指定

所在地：今田町下小野原

親鸞聖人御絵伝 しんらんしょうにんごえでん　

市指定
所在地：風深

和田寺にある二幅の釈迦十
六善神画像のうち、大きい画
面のものである。十六善神画
像は、大般若経を転読する際
の本尊となる絵画で、県内に
は優品が多い。
絹本着色で画面に痛みはあ
るが彩色は比較的よく残って
いる。天蓋の下、蓮華台上に釈
迦如来が座し、両側に獅子に
乗った文殊菩薩と白象に乗っ
た普賢

ふげん

菩薩が配され、前方左
右に大般若経を守護する護法
善神、深沙

じんじゃ

大将、玄奘
げんじょう

などが
脇侍
わきじ

として描かれている。繊
細な筆致で描かれた作品で、
室町時代のものと見られる。
縦136㎝、横73㎝。

享保4年（1719）に、本
願寺第14世寂如上人より
授けられた旨の奥書があ
る。
精緻に描かれた優品で、
尊宝寺所伝の絵伝ととも
に、市内に数少ない貴重
なものである。


